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対策のポイント
農畜水産物の生産から流通・加工工程において重要度が高い

と考えられる危害要因に対する的確なリスク低減技術を開発し
ます。

（リスク低減技術）

食品中に含まれる化学物質や有害な微生物などの危害要因を摂取することによっ

て人の健康に悪影響を及ぼす可能性がある場合、その発生を防止し、またはそのリ

スクを最小限にするための措置についての技術をいいます。

政策目標
危害要因に対する的確なリスク低減技術を導入することによ

り安全な農畜水産物の供給を実現

＜内容＞
１．危害要因に関する科学的データの整備と共通基盤技術の開発

や分析・検出法の開発と精度管理システムの構築危害要因の特性・動態の解明

を行います。

２．リスク低減技術の開発
リスク低減生産・流通・加工工程の各段階における危害要因の除去技術などの

。 、 、技術の開発を行います また 新たに開発するリスク低減技術を適切に体系化し

実行可能性や費用対効果を解析・評価し、生産技術体系への組込みの可能性につ

いて検証します。

＜実施主体等＞
実施主体 民間団体等

実施期間 平成２０年度～平成２４年度
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